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えられたので報告する。   
検索用語：原発性胆汁性肝硬変症，高齢，自然経過  


















レステロール値は正常範囲内であった。 B型及  
びC型肝炎ウイルスに対する抗体いずれも陰性で，   
はじめに  
原発性胆汁性肝硬変症［primary biliary cir－  
rhosis：PBC］は組織学的に肝′ト稟間胆管の破壊  
を特徴とする慢性胆汁うっ描性の疾患である。  
その機序としては自己免疫異常が想定されている。   
疫学的には中年女性の好発し，高齢発症は比較  




症  例   
症 例：81歳，女性  
主 訴：肝横能異常精査  
既往歴：48才時子宮筋腫手術  
家族歴・飲酒・喫煙歴：特記すべきものなし  














腹部画像所見   
腹部エコー検査では肝は辺縁やや鈍化し，内部  
エコーは軽度粗であった。肺臓は軽度の膵大を  
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図2 肝組織所見   
門脈域にリンパ球を主体とする中等度の炎症細胞浸   
潤を認めた。胆管上皮内へのリンパ球の浸潤，変形・   
変性傾向のある胆管が観察され［矢印］，慢性非化   
膿性破壊性胆肝炎［ChilOnic NonTSuppurative   
DestruCtive Cholangitis：CNSDC］の像と考え   
られた。［HE：Ⅹ400］  









性非化膿性破壊性胆管炎［Chronic Non－  
Suppurative DestructiveCholangitis：CNSDC］  
が本症の病初期における最も特徴的な組織像と報  
告されている。現在本邦では厚生省「難治性の  
肝炎調査研究班」の診断基準が用いられている。   
本例での推定発症時期はアルカリフォスファクー  
ゼ値が異常を呈した平成7年11月頃と考えられ，   
蓑1 入院時検査所見  
WBC  ）500／山   
RBCl州4l3リ0小I   
Hgb  ll．Og／dl   
Hct  332％   
Plt【x10■】24リ小1   
T＿Pro    80州   
Alb  3刷   
ZTT   15．7 KU  
l亡G   三三ウ31¶如dl【別）トt糾明  
1gA Zい8m少dt【叩－ヰ畑】  
kM  13ヱOm如dI【∽－M】  
抗ミトコンいけ抗体3州債以上  
抗PDH抗体 224∪／mしト2q  
HBs抗原  （一）  
HBc抗体  （－）  
HCV抗体   （－）  
空腹時胆汁酸57〝－10レl［＜川］  
CAlリーり    7 U／mL  
抗核抗体   （－）  
抗平滑筋抗体 （－）  
抗サイロイク1ブリン抗体 川nO倍  
抗甲状腺マイクロゾーム抗体l伸倍  
SS－A抗体  （－）  
TTT    21．6 KU  
BUN  14・3m釘dl  
Tcho  173∪／L  
ChE    8．06U／mL  
AST  57U／L  
ALT  41∪／L  
ALP   425U／L［50－136］ ss－B抗体  （－）  
Y－GTP 211∪／し  
T．B‖    0．7m＆／即  
AIp【∪／り  
19g3  柑9ヰ  1995  1998  190T l拍8  日9g  2（】00  
図1 アルカリフォスターゼ値の推移  
肝組織では肝小糞構造は保たれていたが，門  
脈域は軽度拡大し，リンパ球を主休とする中等度  












































表2 PBCの男女別推定発症年齢分布  
































100 1446 100  




1．7   25 1．8  
表3 主要なマーカーの変化  
1∬7年5月【発症†年7ケ月】→柑錮年18月【発症4年】  
ALT［U／L］  74  
AIp【u／L】  1旦！  
lgG【mg／dl】  1749  
星 【3－36］   
些堕   t50－13扇   
皇室堅蔓 ［800－1800】  
1型塁 【6か280］  
320倍以上［20倍未満］  
叩80倍 ［100倍未満】  
tgM［mg′d〔l  
抗ミトコントーリア抗体  




結  語  
以上高齢発症の無症候性 
過を観察した一例を経験したので報告した。  
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する疫学研究班平成8年度研究業績集．23．1996  
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非硬変期で長期間経過した原発性胆汁性肝硬  
変症の高齢者例．消化器内視鏡6；859．1997   
